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久
御
山
町 

満
60
歳
の〝
還
暦
〟祝
う

10
月
1
日 

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

先
人
の
努
力
に
感
謝
し
、
新
た
な
第
1
歩

久
御
山
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
が
、
10
月
1
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
被
表
彰
者
や
町
内
外
の
関
係
者
ら

約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
、
御
牧
村
と
佐

山
村
の
二
村
が
合
併
し

誕
生
し
た
久
御
山
町
の

満
60
歳
の〝
還
暦
〟を
祝

い
ま
し
た
。

久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
よ
る
町
歌
斉
唱
で
幕

を
開
け
た
あ
と
、
信
貴

町
長
が
、「
先
人
た
ち

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
敬

意
と
感
謝
を
表
し
、
ま

ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
を
中
心
に
東
西

南
北
に
延
び
た
広
域
幹

線
道
路
網
を
活
用
し
て

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
久

御
山
を
全
国
に
発
信
し

ま
す
。
還
暦
を
迎
え
、

先
人
の
熱
き
想
い
に
立

返
り
、
新
た
な
第
一
歩

を
力
強
く
踏
み
出
す
所
存
で
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
町
の
発
展
に
尽
力
を
い

た
だ
い
た
58
人
と
2
団
体
に
表
彰
状
・
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（敬

称
略
・
順
不
同
）

 

表  

彰  

状 

自
治
功
労
者
表
彰

　

2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

産
業
優
秀
技
能
功
労
者
表
彰

　

日
下
晋
二
（
理
容
師
）、桑
原
光
弘
（
樹

木
医
）、
坂
本
喜
代
司
（
塗
装
技
能
士
）、

谷
口
邦
夫
（
木
工
職
人
）、松
尾
義
照
（
第

1
種
電
気
工
事
士
）、
山
田
敬
三
（
美
容

師
）、
横
井
清
信
（
第
1
種
電
気
工
事
士
）

篤
志
者
表
彰

　

山
田
賀
繼
、
日
本
中
央
競
馬
会�

理
事

　

子
ど
も
た
ち
が「
1
日
議
員
」と
な
っ

て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
議
会

「
子
ど
も
議
会
」

町
制
施
行
60
周
年
記
念

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

本
会
議
場
で
質
問
し
、
町
長
や
教
育
長
ら

が
答
弁
す
る「
子
ど
も
議
会
」を
開
催
し
ま

す
。
質
問
は
、
小
学
生
9
人
と
中
学
生
3

人
。
中
学
生
か
ら
議
長
、
副
議
長
を
選
出

し
、運
営
し
ま
す
。

　

議
場
で
の
傍
聴
は
、
当
日
先
着
46
席
で

す
が
、
超
過
し
た
場
合
は
別
室
で
モ
ニ

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
10
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～

12
時　

場
所
／
議
会
棟
4
階
本
会
議
場

問
合
せ
／
総
務
課

長�

後
藤
正
幸

 

感  

謝  

状

議
会
功
労

　

岩
田
芳
一
、河
原
﨑
博
之
、堤
健
三
、樋

口
房
次

総
務
功
労

　

西
尾
正

民
生
・
福
祉
功
労

　

大
谷
幸
雄
、林
沼
佐
代
子
、南
八
王
、吉

川
豊
子

教
育
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
労

　

井
上
直
美
、岡
井
温
宣
、奥
野
隆
信
、坂

正
義
、田
口
浩
嗣
、中
瀬
由
香
里
、中
務
眞

二
、平
野
穂
奈
美
、松
本
茂
樹

消
防
功
労

　

東
幸
次
、岡
本
敏
雄
、片
岡
尊
顕
、片
岡

幸
富
、河
原
﨑
暢
夫
、木
口
晃
、岸
下
浩
二
、

栗
田
佳
幸
、小
西
剛
、坂
晃
昭
、阪
田
広
樹
、

曽
束
功
、田
中
正
宏
、西
岡
良
恭
、野
村
一

徳
、野
村
佳
孝
、林
晃
平
、樋
口
太
、福
田
義

延
、堀
池
誠
吾
、松
井
繁
明
、山
岡
浩
、山
下

道
則
、山
本
喜
忠
、和
田
敬
司

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　

中
野
十
吉
、
中
野
弘
子
、
眞
野
耕
三
郎
、

眞
野
多
美
子
、
久
御
山
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ

町の歌を斉唱し、60周年を祝う

10月25日
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町
自
治
功
労
者 

新
た
に
3
人
表
彰
町
議
会
9
月
定
例
会

　
平
成
26
年
第
3
回
久
御
山
町
議
会
定
例
会

が
、
9
月
4
日
か
ら
29
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
、町
自
治
功
労
者
表
彰
の
同
意
や
、子
ど
も
子

育
て
支
援
新
制
度
に
係
る
条
例
制
定
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
制
定

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設（
認
定
こ
ど
も
園
、保

育
所
、幼
稚
園
）及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

（
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、
事
業

所
内
保
育
事
業
な
ど
）の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
、条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■�

町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

　

新
制
度
の
施
行
に
向
け
、
児
童
福
祉
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■�

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

　

新
制
度
の
施
行
に
向
け
、
児
童
福
祉
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

た
め
、条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■�

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
人
町
民

税
の
法
人
税
割
の
税
率
及
び
軽
自
動
車
税
の
税

率
等
を
改
正
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

　

法
人
町
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
に
つ
い

て
、「
１
０
０
分
の
13.

7
」を
本
年
10
月
1
日
か

ら「
１
０
０
分
の
11.

1
」に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

軽
自
動
車
税
の
改
正
内
容
は
、
3
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
等
を
定
め
る
た

め
、条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■�

町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
一

部
改
正

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
た
も

の
で
す
。

議
場
の
音
響
・
映
像
シ
ス
テ
ム�

更
新
整
備
な
ど　

 �

補
正
予
算�

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、２
，２
１
２
万

円（
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）を
追
加

し
、
総
額
を
65
億
４
，
７
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽ 

議
会
議
場
の
音
響
・
映
像
シ
ス
テ
ム
更
新
整

備　

３
，４
８
８
万
円

▽ 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
等
に
係
る
電
算
シ

ス
テ
ム
改
修
等　

７
１
０
万
円

▽ 
重
度
障
害
児（
者
）在
宅
生
活
支
援
事
業　

２
２
０
万
円

▽ 

地
域
要
配
慮
者
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
絆
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業　

４
０
５
万
円

▽ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
移
設
に
係
る
施
設

の
整
備
、備
品
購
入
等　

３
８
１
万
円

▽ 

母
子
療
育
教
室
運
営（
発
達
相
談
員
等
の
配

　

平
成
25
年
（
１
月
～
12
月
）全

国
に
お
け
る
出
火
原
因
の
第
１

位
は「
放
火
」で
す
。「
放
火
」及

び
「
放
火
の
疑
い
」
を
合
わ
せ

る
と
８
，７
２
７
件
に
な
り
、総
出
火
件
数
４
８
，

０
２
８
件
の
18.

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
（
署
）と
消
防
団
で
は
、放
火
防
止
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
、「
放
火
さ
れ

な
い
、放
火
さ
せ
な
い
、放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大

き
く
さ
せ
な
い
」を
基
本
に
、地
域
ぐ
る
み
で「
安

全
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

建
物
の
周
囲
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
布
切
れ
な
ど

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。（
古
新
聞
や

ゴ
ミ
は
、回
収
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。）

■ 

物
置
や
車
庫
に
は
鍵
を
か
け
、外
出
時
や
就
寝

時
に
は
も
う
一
度
戸
締
ま
り
を
確
認
す
る
。

■
隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、監
視
を
強
化
す
る
。

■
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、警
察
等
へ
通
報
す
る
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
な
ど
で
大

切
な
役
割
を
果
た
す
「
薬
」。し
か

し
、薬
は
効
き
目(

効
能
・
効
果
）だ

け
で
な
く
、副
作
用
と
い
う
「
リ

ス
ク
」
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

重
い
症
状
で
は
死
に
至
る
こ
と
も
。10
月
17
日
か

23
日
は「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。薬
に
関
す
る

更新される本会議場の音
響・映像システム

「
放
火
」さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
！

出
火
原
因
の
第
１
位
は「
放
火
」

無
承
認
・
無
許
可
医
薬
品
は
危
険
！

10
月
17
日
～
23
日「
薬
と
健
康
の
週
間
」

�

人�

事�　
■
町
自
治
功
労
者
の
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

次
の
皆
さ
ん
を
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・  

奥
村　

一
成
さ
ん（
栄
・
81
歳
）　

選
挙
管
理

事
務
に
尽
力

・  

尾
㟢　
　

均
さ
ん（
田
井
・
76
歳
）　

選
挙
管

理
事
務
に
尽
力

・  

岸　

喜
代
至
さ
ん（
東
一
口
・
79
歳
）　

社
会

福
祉
行
政
の
推
進
に
尽
力

■
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

岡
本　

幸
子
さ
ん（
相
島
・
66
歳
）=

再
任

■�

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意

　

西
尾　
　

正
さ
ん（
栄
・
72
歳
）=

再
任

■
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

坂　
　

正
義
さ
ん（
佐
山
・
67
歳
）=

再
任

法
人
税
や
軽
自
税
の
税
率
改
正

�

条�

例��　
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、地

域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を

進
め
て
い
く「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

（
以
下「
新
制
度
」と
い
う
。）が
、平
成
27
年
4
月

に
本
格
ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
関
連

す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■�

町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
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置
）　

４
０
７
万
円

▽ 
水
痘
・
成
人
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業　

４
４
７
万
円

▽
町
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成　

１
５
６
万
円

▽ 

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器（
ス
テ
ア

マ
ス
タ
ー
）の
更
新　

90
万
円

　

戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦
没
者
を
追

悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

た
め
、戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
追
悼
式
典
を
、第
２
部
で
は
、映
画

「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」の
上
映
を
予
定
し
て

平
成
27
年
度
か
ら
、原
動
機
付
自
転
車
、軽
自
動

車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
の
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、グ
リ
ー
ン
化
注
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

車 種 区 分 現行 改正後
原動機付
自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自
動車（側車付
のものを含む）

125cc超250cc以下 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

車 種 区 分 現行 改正後
四輪以上 乗用・営業用 5,500円 6,900円

乗用・自家用 7,200円 10,800円

貨物用・営業用 3,000円 3,800円

貨物用・自家用 4,000円 5,000円

三輪 3,100円 3,900円

車 種 区 分
四輪以上 乗用・営業用 8,200円

乗用・自家用 12,900円

貨物用・営業用 4,500円

貨物用・自家用 6,000円

三輪 4,600円

車 種 区 分 現行 改正後
農耕作業用のもの 1,600円 2,400円

その他のもの（特殊自動車等） 4,700円 5,900円

もっぱら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

平
成
27
年
度
分
以
後
か
ら

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
引
き
上
げ平成27年度分以後の軽自動車税から適用

平成27年度分以後の軽自動車税から適用

平成27年4月1日以降に最初（新車）の新規検査を受け
る車両から適用

平成28年度分以後の軽自動車税について適用

注　自動車税のグリーン化とは、自動車が環境に大きな影
響を与えていることなどから、自動車環境対策として環境
負荷の大きい自動車には税率を重く（重課）し、環境負荷の
小さい自動車には税率を軽く（軽課）するものです。

■原付やバイクなど

■四輪車・三輪以上の車両

■最初の新規検査から13年を経過した三輪以上の車両

■小型特殊自動車

11
月
14
日
㈮ 

戦
没
者
追
悼
式
●
ど
な
た
で
も

　

ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す

第
1
部�

式
典

第
2
部�

映
画

　
　
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」

い
ま
す
。

　

戦
没
者
ご
遺

族
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
人

も
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時 

会
場
／
中
央
公
民
館　

内
容
／
第
１
部「
追
悼

式
典
」　

第
２
部　

映
画「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し

て
」
～
平
和
の
種
を
人
々
の
心
に
ま
き
続
け
た

実
話
に
基
づ
く
感
涙
の
物
語
～　

※
当
日
は
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
11
月
１

日
発
行
の「 

広
報
く
み
や 

ま
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　

問
合
せ
／

住
民
福
祉
課

昨年の戦没者追悼式

リ
ス
ク
や
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
知
り
、薬
を
上

手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

無
承
認・無
許
可
医
薬
品
と
は

　

無
承
認
・
無
許
可
医
薬
品
と
は
、医
薬
品
で
な
い

の
に
医
薬
品
成
分
を
含
む
も
の
や
、医
薬
品
・
医
薬

部
外
品
及
び
保
健
機
能
食
品
で
な
い
も
の
で
、体

に
対
す
る
影
響
を
広
告
し
て
販
売
等
さ
れ
て
い
る

も
の
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
製
品
は
薬
事
法
に
違
反
し
て
い
る
ば

か
り
か
、品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
の
確
認
が
な
さ

れ
た
も
の
で
な
い
た
め
、使
用
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、海
外
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
個
人
輸

入
さ
れ
る
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
健
康
被
害
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
国
内
で
正
規
に
流
通
す

る
医
薬
品
に
は
、そ
れ
を
適
正
に
使
用
し
て
い
て

重
大
な
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、救
済
を

図
る
公
的
な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、個
人
輸
入

さ
れ
た
医
薬
品
に
よ
る
健
康
被
害
は
救
済
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。安
易
な
個
人
輸
入
に
よ
る
使
用
は

避
け
ま
し
ょ
う
。 

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

　

臓
器
移
植
は
、臓
器
の
機
能
が
著
し
く
低
下

し
、移
植
に
よ
っ
て
の
み
、そ
の
回
復
が
見
込
ま
れ

る
人
に
対
し
て
行
う
医
療
で
あ
り
、患
者
さ
ん
に

と
っ
て
の
大
き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
を
行
う
た
め
に
は
、臓
器
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
ド
ナ
ー
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で

す
。自
分
が
病
気
や
事
故
で
最
期
を
迎
え
た
と
き
、

自
分
の
臓
器
を
提
供
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
意
思

は
、「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」等
に
記
入

し
て
お
く
こ
と
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

　

自
動
車
関
連
税
制
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
、

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
三
輪

以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
概
ね
20
％
の
重
課
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課

10
月
は

「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」で
す
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硬式テニス秋季大会
　日時／ 11月9日㈰　午前9時から
場所／中央公園テニスコート　対象
／町内在住または在勤・在学者（高
校生以上）、所属クラブ員　種目／
男女各ダブルス　参加費／１ペア 
1,000円（当日徴収） 申込・問合せ／
11月2日㈰までに体育協会事務局

（総合体育館内）☎0774（44）2205
へ。電話可

ソフトボール秋季大会
　日時／ 11月23日㈰　午前9時から 

場所／中央公園野球
場 対象／町内在住ま
たは在勤・在学者及び
連盟登録チーム　試
合方法／トーナメン

ト戦  参加費／ 1チーム1,000円（当
日徴収）　申込・問合せ／ 11月16日
㈰までに体育協会事務局（総合体育
館 内 ）へ。☎0774（44）2205　Fax 
0774（44）2203　電話不可

ワークショップ参加者募集�
町の魅力を探り、マップに活かそう

　町の地域資源の学習や、魅力につ

いて検討していただき、町の見どこ
ろを紹介するマップづくりに活用し
たいと考えています。御牧・佐山・東
角の3地区に分けて2回開催を予定。
まちあるきも予定しています。
　日時／ 11月9日㈰　御牧 午前10
時から、佐山 午後1時30分から、東
角 午後4時から。それぞれ2時間程
度。※2回目の日時は未定　場所／
中央公民館（御牧地区）、ゆうホール

（佐山・東角地区）　対象／ 0歳から
中学生までのお子さんの保護者　申
込・問合せ／ 10月29日㈬までに産
業課または教育委員会社会教育課へ

議会開放デー
　議会では、町民文化祭にあわせて、
議場を開放します。ぜひ、見学してく
ださい。
　日時／11月1日㈯　午前11時～午
後3時　問合せ／議会事務局

寝具洗濯乾燥消毒サービス
　町では、高齢者を対象
に寝具(敷布団、掛布団、
毛布)の洗濯と乾燥、消
毒サービスを行います。
　対象／65歳以上の人で、寝具の衛
生的な管理が困難な人（同世帯に
管理ができる人がいる場合は除く）  
対象寝具／敷布団、掛布団、毛布  各
１枚　費用／敷布団(綿・羊毛210
円、羽毛270円）、掛布団(綿・羊毛  
245円、羽毛270円）、毛布70円　回
収日／11月14日 ㈮　 回 収 し ま す  
納品日／11月21日㈮　配達します
申込・問合せ／10月23日㈭までに、
長寿健康課へ

不妊治療の助成対象拡大�
～26年10月１日治療分から～

　町では、子どもを希
望しながらも恵まれ
ないため、不妊治療を
受けているご夫婦に

対して、その治療に要する費用の一
部を助成していますが、平成26年10

月1日から、助成対象を拡充します。
■今回拡充する対象と助成額
・不育治療
　 　不育症の原因を特定するための

検査及びヘパリン注射に要した負
担すべき医療費に対して１回の妊
娠につき10万円

・男性不妊治療
　 　体外受精及び顕微授精に至る過

程の一環で行われる精巣内精子
生検採取法（TESE）、または精巣
上体内精子吸引法（MASE）によ
る手術等に要した負担すべき医療
費に対して1回につきTESE20万
円、MASE5万円
■申請方法
　病院で治療に要した医療費を全額
払っていただき、その後、治療を行っ
た医療機関で証明された「不妊治療
医療機関等証明書」と支払った額が
確認できる領収書、印鑑などを持参
し、長寿健康課で助成金の交付申請
をしてください。

問合せ／長寿健康課

使用済みてんぷら油の回収
　町では、毎月第2水曜
日に使用済みのてんぷら
油を回収しています。
　公会堂や集会所などの
指定された場所に回収箱
を設置しています。｢使
用済みてんぷら油回収」
と書かれたノボリを目
印に午前8時30分までに出してく
ださい。

　なお、てんぷら油を出すときは、
キャップで栓ができるペットボトル
などに入れてください。
　※牛乳パックやビニール袋、発泡ス
チロール箱などでは漏れるおそれが
あるので、使用しないでください。

問合せ／環境保全課

■保育所・幼稚園保育料の納付
　10月分の保育所・幼稚園保育料の
納期限は、10月31日㈮です。保育料
の納付は、便利な口座振替をご利用
ください。 問合せ／学校教育課
■上下水道料金の納付
　8・9月分の納期限は、10月31日㈮
です。忘れずに、納期限内に納めま
しょう。 問合せ／上下水道課
■後期高齢者医療保険料の納付
　第4期の保険料の納期限は10月
31日㈮です。保険料の納付は、便利
な口座振替をご利用ください。

　問合せ／国保医療課

介護相談（町社会福祉協議会）
　日時／10月23日㈭　午後1時～4
時　場所／地域福祉センター　問合
せ／同協議会☎075（631）0022

おしらせ

10月の納税
◇固定資産税・都市計画税� 第 3期
◇国民健康保険税� 第 5期

納期限��10月31日㈮
便利な口座振替をご利用ください。
税のお支払いに関しては税務課にお
気軽にご相談ください。

問合せ／税務課

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。※バーコード印字がない納付書は使用できません。
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家族介護者交流事業
　ご家庭で高齢者を介
護されている人の日常
の介護疲れを癒し、心身
のリフレッシュを図ることを目的に
交流会を開きます。
　日時／11月20日㈭　午前10時～
午後4時　内容／琵琶湖でミシガン
クルーズと昼食(交流会)、叶匠寿庵
寿長生の郷散策　対象／在宅で介護
を要するおおむね65歳以上の高齢
者を、常時直接介護している人　定
員／15人(先 着）　費用／1,000円 
申込・問合せ／10月16日㈭～31日
㈮までに長寿健康課へ。電話可。

あいあいホール離乳食教室
　栄養士による離乳食教室です。
　日時／11月12日 ㈬　 午 前10時
30分～正午　対象／1歳6か月まで
の乳児とその保護者　費用／無料　

申込／10月16日 ㈭
～11月5日㈬までに
あいあいホールへ☎
0774（41）2263

ひとり親家庭を応援する�
子どもの居場所づくり

　ひとり親家庭の子どもと親が気軽
に集う居場所をつくって子育ての悩
みの相談や遊び、ものづくりなどを

毎週月・木曜日　午前 10 時 20 分
と午後 5 時から ”久御山だより”を
放送しています。

通じた交流や宿題などを考える催し
です。
　日程／左下表　対象／町内のひと
り親家庭の小・中学生とその保護者 
定員／20人程度  参加費／無料  申
込・問合せ／町母子寡婦(さつき)会 
南るり江さん☎0774（45）0284

ひとり親家庭児童親子交流会

　町社会福祉協議会では、ひとり親家
庭の子どもと保護者を対象に「ひとり
親家庭児童親子交流会」を行います。
　日時／11月16日㈰　午前9時役場
出発、午後4時頃帰町予定　行き先と
内容／月ヶ瀬きのこ村でシイタケ狩
りとBBQ　対象／ひとり親家庭の中
学生以下の子どもとその保護者　費
用／大人1,000円　子ども500円　
申込／10月31日㈮までに地域の民
生委員または直接同協議会へ　定員
／50人(申込多数の場合は抽選)　問
合せ／同協議会☎075（631）0022

親子ニコニコ子育てサロン
　町社会福祉協議会では、子育てサ
ロンを行います。
　日時／11月10日㈪　午前10時～
午後1時　内容／京都淀競馬場公園
へおでかけ　対象／子育て中の親
子と未就園の子ども　持ち物／お弁
当、お茶　定員／10組　申込・問合
せ／11月6日㈭までに同協議会へ☎
075（631）0022

東角と佐山で防災訓練
　東角校区自主防災会連合会と、佐
山校区自主防災対策協議会では、災

月日（曜） 時間 場所 内容

11月 2 日㈰

午後2時
～4時 ゆうホール

英会話、
あそび、
学習サ
ポート

11月 9日㈰

11月16日㈰

11月23日㈰

11月30日㈰ 午後1時
～3時 中央公民館 ケーキづくり

害に対する備えを万全にするため、
避難訓練や初期消火訓練、煙中体験
など総合防災訓練が実施されます。
　見学だけでも可能ですので、ぜひ
ご参加ください。
■東角校区総合防災訓練
　 　日時／10月18日㈯　午前9時か

ら　場所／東角小学校グラウンド
■佐山校区総合防災訓練
　　日時／10月26日㈰ 午前9時か

ら  場所／佐山小学校
グラウンド
　※いずれも荒天時は中
止する場合があります。

問合せ／総務課

「海フェスタ京都記念」�
チャレンジ漁業体験パート３

　定置網体験をとおして、海や漁業
について学ぶとともに、自然の醍醐
味を味わってみませんか。
　日時／11月15日㈯～16日㈰  1
泊2日　会場／宿泊：京都府立青少 
年海洋センター（マリーンピア）  漁 
業体験：宮津市大島海上（沖合い20 
分）　対象／2人以上のグループ（18 
歳以下は保護者同伴）　定員／15人 
(先着順)　参加費／小学生6,100円
･中学生6,300円･高校生7,600円・
一般8,700円　内容／海上で定置網

（朝網）体験、とれとれ魚の朝食付き 
主催・申込／11月
1日 ㈯～5日 ㈬ ま
でに、京都府立青
少年海洋センター

（マリーンピア）☎
0772（22）0501

■�本とあそぼう全国訪問〝おは
なし隊”
楽しい「おはなし」をたくさん載せ

て、キャラバンカーがやってきます。
申込はいりません。
日時／10月25日㈯　午前10時

30分～11時35分　場所／ ゆ う
ホール駐車場及び交遊室　対象
／幼児・児童と保護者　内容／①
キャラバンカーの見学と自由読書
②おはなし会

■読書週間特別展示
10月27日から11月 

9日までは読書週間です。図書館
では、「あなたは読んだ？『本屋
大賞』」をテーマに特別展示を行
います。
展示期間／10月28日㈫～11月

9日㈰

図書館
からの

お知らせ
問合せ／図書館
☎0774（45）0003

催し・募集

「のってこバス」は、皆さんのご利用によって支えられています。
10月の「バスの日」は、26日㈰です。＜のってこバス運賃無料＞
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こどものコーナー

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

地
区
名	

亡
く
な
っ
た
人	

年
齢

9
月
受
付
分

東
一
口

山
田
ヨ
シ
ヱ
さ
ん	

94
歳

相
島

河
合
マ
サ
ヱ
さ
ん	

92
歳

佐
古

溝
口
千
咲
子
さ
ん	

87
歳

林

石
地　

寅
雄
さ
ん	

88
歳

田
井

青
地　

愛
子
さ
ん	

94
歳

栄

水
谷　

信
之
さ
ん	

51
歳

5 年 田中桃
も も な

百那（佐古）

5 年 松本いずみ（佐山）
2年 遠藤　涼

りょう

介
すけ

（佐山）

2年 中西　結
ゆ い

衣（市田）

2年 武田　真
ま い ん

心（佐山）

2年 山本　夢
ゆ め の

乃（下津屋）

5年 福本　佳
よしまさ

正（佐山）5年 村橋　七
な な み

実（佐山）

評　
一
筆
一
筆
て
い
ね
い
に
、バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最
後
ま

で
集
中
し
て
書
い
た
こ
と
が
、筆
運
び
か
ら
感

じ
ら
れ
ま
す
。

評　

始
筆
、終
筆
が
と
て
も
丁
寧
に
書
け
て

い
ま
す
。と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
を
意
識
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
筆
運
び
で
美
し
く
書
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

評　

大
仏
の
明
る
く
き
れ
い
な
色
彩
と
楽
し
そ

う
な
子
ど
も
の
笑
顔
が
と
て
も
楽
し
そ
う
な
雰

囲
気
を
出
し
て
い
ま
す
ね
。

評　

ク
レ
パ
ス
の
茶
色
の
ラ
イ
ン
の
上
を
塗
ら

な
い
よ
う
に
慎
重
に
彩
色
し
ま
し
た
。周
り
の
子

ど
も
た
ち
も
素
敵
で
す
。

評　

大
仏
の
色
彩
が
出
す
存
在
感
と
、そ
の
大

仏
と
仲
良
く
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
構
図
が
面
白
い
で
す
ね
。

評　

奈
良
の
大
仏
さ
ん
を
画
用
紙
に
大
き
く
描

き
、水
彩
絵
の
具
の
緑
色
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ

て
、個
性
的
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

評　

線
に
力
強
さ
が
あ
り
、一
画
一
画
に
勢
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、「
く
び
」
と
「
し
ん

に
ょ
う
」
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
気
を
つ
け
な

が
ら
書
け
て
い
ま
す
。

評　

一
筆
一
筆
を
力
強
く
、豪
快
に
書
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、文
字
の
大
き
さ
や

太
さ
な
ど
を
意
識
し
て
、全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
書
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

佐山小学校 （敬称略）

　このコーナーに掲載した作
品は、まちの駅「クロスピアく
みやま」1階で11月14日㈮ま
で展示しています。ぜひ、お
立ち寄りくだ
さい。

町
職
員
の
採
用
・
異
動

町
で
は
10
月
1
日
付
け
で
職
員
を
新
規
採

用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
人
事
異
動
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。（　

）内
は
異
動
前
等
で

す
。�

問
合
せ
／
総
務
課

民
生
部
　
長
寿
健
康
課

高
齢
介
護
係

主
事
補　

川
上　

雄
一
郎（
新
規
採
用
）

保
健
予
防
係

保
健
師　

大
野　

紗
代（
新
規
採
用
）

保
健
師　

藤
分　

美
希（
新
規
採
用
）

教
育
委
員
会

佐
山
保
育
所

副
所
長　

實
宗　

美
香

（
佐
山
保
育
所
保
育
士
長
）

保
育
士　

大
迫　

あ
ゆ
み（
新
規
採
用
）

保
育
士　

交
河　

利
恵（
新
規
採
用
）


